
 

                       Press Release  

 

 

青森労働局 
ひと､くらし､みらいのために 

 

 

 

 

報 道 関 係 者  各 位 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                      

青森労働局における就職支援の効果について 

～「卒業前最後の集中支援２０１２」により９８８人の就職が決定～ 
 

 

 

 

 

新規学校卒業予定者の厳しい就職環境（※１）を踏まえ、青森労働局では、青森新卒応援ハ

ローワーク及び管内のハローワークを中心に、将来の日本を担う新卒者が安定した仕事に就け

るよう支援をしています。（別紙１） 

また、平成２４年１月１７日からは、厚生労働省、文部科学省、経済産業省が連携した「卒

業前最後の集中支援 2012」に取り組むこととし、青森労働局では別紙のとおり、大学等とジョ

ブサポーターとの連携による個別支援の徹底等により、１月～３月末で未内定者９８８人（昨

年同期は７５４人）が就職決定するなど着実に成果をあげました。（別紙２） 

 

卒業後も就職活動を続ける未就職卒業者に対しても、引き続き６月末までを目途に、ジョブ

サポーターによる集中的な個別支援を実施し、１日でも早い就職の実現に向け、全力を尽くし

ます。 

 

※１ 新規学校卒業予定者の就職環境 

厚生労働省は、５月１５日、平成 23年度新規学校卒業者の就職状況等を発表しました。 

新規大学卒業者の就職内定率（平成 24 年４月１日現在）は９３．６％（前年同期差２．

６ポイント増）、新規高校卒業者の就職内定率（平成 24 年３月末現在）は９６．７％（前年

同期差１．５ポイント増）となっており、就職環境は依然として厳しいものとなっています。 

また、青森労働局の新規高卒者の就職内定率は（平成 24 年４月末現在）は９３．３％

（前年同月比０．５ポイント増）とさらに厳しい雇用環境となっています。 
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「ジョブサポーター」を大幅に増員し（※）、学校と連携したきめ細かな就職支援を行っています。

【就職者数】 平成22年度（平成22年９月～23年３月末） ８８４人（うち中学７人、高校５６８人、大学等３０９人・・・既卒者含む）

平成23年度（平成24年３月末） ２，１３０人 （うち中学３０人、高校１，２０１人、大学等８９９人・・・既卒者含む）

※平成２２年度（当初）・・・2１人 → 平成２３年度・・・３９人 → 平成２４年度・・・４１人（平成２２年度増員・・・１８人、平成２３年度増員・・・２人）

【主な支援】

○ 新卒者・既卒者向けの求人開拓 （平成23年度は、４，３８５人分を開拓）

○ 担当者制の個別支援（定期的な求人情報の提供、応募先の選定や就職活動の進め方の

相談、エントリーシートや履歴書などの作成相談、面接指導など）

○ 学校担当者制による、出張相談・就職支援セミナーなど学校のニーズに合わせた支援

○ 職業適性検査や各種ガイダンス・セミナーなどの実施

「ジョブサポーター」の大幅増員によるきめ細かな支援

○文部科学省・経済産業省との連携による「卒業前最後の集中支援」（平成22年度からの取組）
卒業が迫った年度末には、卒業までの就職を目標に、学校等の協力を得て新卒応援ハローワークやハローワークへの未内定者の誘導、

ジョブサポーターによる電話等での来所の呼びかけ・来所者への個別支援、面接会の集中開催などを実施。

平成22年度は４３４人が就職（23年2～3月）、さらに卒業後も３か月以内の就職を目指し集中的に支援、６月末までに３９７人が就職。
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ハローワークで新卒者の就職支援を進めています！
青森労働局・ハローワークでは、将来の日本を担う新卒者が安定した仕事に就けるよう、新卒者・既卒者の就職支援を進めています。

(別紙１) 

新卒者が中小・中堅企業の人事担当者に直接、仕事の内容・魅力などを直接確認・応募できるように、企業説明会や就職面接
会を開催しています。平成23年度は２０回実施。

さらに、高校生を対象に、学校推薦開始前の職場見学会や企業経営者などによる仕事についての講演会（キャリア探索プログラ
ム）、職場体験受け入れ先の開拓支援などを行っています。

新卒者と中小・中堅企業とのマッチングに取り組んでいます！



就職活動中の学生・既卒者の皆様が利用しやすい専門のハローワークとして
「青森新卒応援ハローワーク」を設置しました（平成22年９月24日～ 、全国に現在5７カ所）。

【利用者数（延べ）】平成22年度（平成22年９月～23年３月末） １，６２４人 平成23年度（平成24年３月末） ３，４２９人
【就職者数】 平成22年度（平成22年９月～23年３月末） ２８２人 平成23年度（平成24年３月末） ５４５人

【主な支援】

○ 全国ネットワークによる豊富な求人情報の提供・職業紹介・中小企業とのマッチング

○ 求職活動に役立つ各種セミナー

○ 担当者制による個別支援（定期的な求人情報の提供、応募先の選定や就職活動の進め方の相談、

エントリーシートや履歴書などの作成相談、面接指導など）

○ 臨床心理士による心理的サポート

ワンストップで新卒者を支援する「新卒応援ハローワーク」を設置！

雇用対策法に基づく「青尐年雇用機会確保指針」（※）を改正（平成22年11月15日）し、事業主が
取り組むべき措置として、学校等を卒業後尐なくとも３年間は新卒として応募できるようにすることを
盛り込み、労働局・ハローワークにおいて事業主への周知を進めています。
※ 雇用対策法第７条において事業主の努力義務として「青尐年の雇用機会の確保」が定められており、事業主が具体的に取り組むべき事項を定めたものが「青尐年雇

用機会確保指針」です。

「３年以内既卒者の新卒扱い」の普及に取り組んでいます！
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平成２３年６月３０日に、県内の６経済団体に対して、青森県知事、青森労働局長、青森県教育委員会
教育長が３者合同で、高卒求人の提出と早期に採用活動の取組について要請を行っています。また、県内
９地区の２２の経済団体に対しても、同様の要請を行っています。

経済団体に対する高卒求人提出及び採用活動早期取組要請を行っています！



卒業前最後の集中支援201２の取組状況

新卒者の就職環境が依然として厳しいことを踏まえ、文部科学省、厚生労働省、経済産業省は、未内定の学
生・生徒が１人でも多く卒業までに就職できるよう、1月17日から３月末までを集中支援期間とし、「卒業前
最後の集中支援201２」を実施し、同期間中に３．５万人を就職させ、未内定卒業者を前年以下とします。

未内定の学生・生徒を「ひとりにしない」ジョブサポーターや
キャリアカウンセラー等の連携による個別支援の徹底

【実績（１月～３月末】
相談件数 のべ６，４０５件、 就職者数 ９８８人

※ １月17日に城井文部科学大臣政務官から各国公私立大学長・短期大学長・高等専門学校長、各都道府県知事、
各都道府県教育委員会教育長に対し、新卒応援ハローワーク等に支援を希望する未内定者の情報提供を要請。

中堅・中小企業中心の就職面接会の開催
未内定の学生・生徒のために、中堅・中小企業を中心とした就職面接会

【実績（１月～３月末）】 大学生向け ２回（八戸・弘前） 大学・高校生向け １回（弘前）

参加企業数 １０６社、求人数 ６６６人、参加学生 １０９人（うち大学生９５人、高校生１４人）

青森労働局の主な取組

（別紙２）


